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お
や
き
作
り
を
通
し
て
交
流
を
図
る
両
校
の
生
徒
。

　

こ
の
た
び
、
山
梨
県
か
ら
秋
田
県
に
ク

ニ
マ
ス
30
尾
（
１
歳
魚
）
の
貸
与
を
受
け
、

こ
の
う
ち
15
尾
を
仙
北
市
に
貸
与
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
の
15
時
に
山
梨
県
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
忍
野
支
所
を
出
発
し
た
ク
ニ
マ

ス
は
、
25
日
９
時
頃
に
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス

未
来
館
へ
３
尾
ず
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

ら
れ
到
着
し
ま
し
た
。 

　

ビ
ニ
ー
ル
袋
ご
と
展
示
室
の
水
槽
に
入

れ
水
温
調
整
を
し
た
後
、
水
槽
に
放
た
れ

る
と
体
長
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
ク
ニ

マ
ス
た
ち
は
、元
気
に
泳
ぎ
だ
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
農
林
水
産
部
の
齋
藤
了
部
長
は

「
無
事
に
着
い
て
安
心
し
て
い
る
。
田
沢

　

４
月
24
日
、
生
保
内
中
学
校
が
台
湾

の
北
投
国
民
中
学
（
台
北
市
）
と
姉
妹

校
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
仙
北
市
内
の

中
学
校
が
台
湾
の
学
校
と
姉
妹
校
提
携

を
結
ぶ
の
は
、
昨
年
12
月
の
角
館
中
学

校
と
恵
文
高
級
中
学
（
台
中
市
）
に
続

き
２
校
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
姉
妹
校
提
携
は
、
世
界
で
も

台
湾
の
台
北
市
に
あ
る
北
投
温
泉
と
仙

北
市
の
玉
川
温
泉
の
２
か
所
で
し
か
産

出
さ
れ
な
い
北
投
石
を
縁
と
す
る
温
泉

提
携
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
北
投
国
民
中
学
の
生
徒
10
人

や
教
師
、
保
護
者
な
ど
が
生
保
内
中
学
校

を
訪
問
。
生
保
内
中
学
校
の
佐
々
木
正
芳

校
長
と
北
投
国
民
中
学
の
李
素
珍
校
長
、

門
脇
市
長
、
両
校
の
生
徒
た
ち
が
出
席

し
、
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
生
保
内
中
学
校
の
佐
々
木

正
芳
校
長
は
「
締
結
を
機
に
両
校
の
交

流
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
北
投
国
民
中
学

の
李
素
珍
校
長
は
「
北
投
石
の
ご
縁
に

感
謝
し
て
い
る
。
今
後
、
両
校
の
友
好

関
係
が
よ
り
一
層
深
ま
る
と
信
じ
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

締
結
式
の
後
に
は
生
保
内
中
学
校
生

徒
に
よ
る
歓
迎
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

お
や
き
作
り
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
体
を

動
か
す
な
ど
両
校
の
生
徒
は
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

姉
妹
校
締
結  

生
保
内
中
学
校
×
北
投
国
民
中
学

秋田県農林水産部の齋藤部長（左）からクニマスを受け取る倉橋副市長
（右）。

クニマスが追加貸与されました

協定書を取り交わす生保内中学校の佐々木正芳校長（左）と北投
国民中学の李素珍校長（右）。

平
野
代
表
取
締
役
社
長
（
中
央
）
か
ら
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
の
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

仙北市
×

アステリア㈱

　

４
月
26
日
、
仙
北
市
と
桜
の
保
全
活
動
に
関
す
る
協
定

を
結
ぶ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
企
業
の
ア
ス
テ
リ
ア
株
式
会

社
（
東
京
都
／
平
野
洋
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
）
が
角
館

樺
細
工
伝
承
館
前
多
目
的
広
場
で
共
同
記
者
会
見
を
行
い
、

角
館
人
力
社
の
ご
協
力
に
よ
り
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
人
力

車
の
現
在
地
を
確
認
・
配
車
す
る
「
人
力
車
配
車
ア
プ
リ
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
角
館
の
桜
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
た
観
光
振
興
強

化
策
で
、
人
力
車
の
現
在
地
や
空
車
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
把
握
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
図

る
も
の
で
す
。
桜
ま
つ
り
期
間
中
に
試
験
的
に
運
用
し
、

実
用
化
に
向
け
た
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
見
で
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
対
象
事
業
の

進
捗
状
況
の
報
告
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
温
泉
地
で

の
火
山
性
ガ
ス
の
検
知
実
証
な
ど
今
後
の
予
定
も
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
見
に
出
席
し
た
ア
ス
テ
リ
ア
㈱
の
平
野
代
表
取
締
役
社

長
は
「
企
業
と
地
方
が
手
を
組
ん
で
、
ふ
る
さ
と
を
創
生
し

て
い
く
新
し
い
形
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

仙
北
市
は
ア
ス
テ
リ
ア
㈱
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
、
令
和
２
年
度
ま
で
毎
年
１
０
０
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

共同記者会見で
新たな事業を発表

タブレット端末を使用して人力車の現在地
を把握します。

湖
に
帰
る
姿
を
思
い
描
い
て
ほ
し
い
」と
、

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
大
竹
敦
館
長

は「
嬉
し
い
反
面
新
た
な
緊
張
感
が
あ
る
。

多
く
の
方
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
水

温
と
え
さ
に
気
を
つ
け
て
元
気
な
姿
を
見

せ
ら
れ
る
よ
う
に
大
切
に
育
て
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
大
館
市
か
ら
来
館
し
た

ご
夫
婦
は
「
桜
や
水
ば
し
ょ
う
、
カ
タ
ク

リ
を
見
て
今
日
帰
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

帰
り
に
ク
ニ
マ
ス
を
見
て
み
た
い
と
立
ち

寄
っ
た
。
今
日
ク
ニ
マ
ス
が
来
る
こ
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。
ク
ニ
マ
ス
を
見
る
の
は

初
め
て
で
、
１
歳
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も

大
き
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　4 月 26 日、生保内小学校体育館を会場に交通安全
教室が開催されました。
　当日はあいにくの天気でしたが、1 年生から 3 年生、
4 年生から 6 年生に分かれて交通安全について学びま
した。
　児童代表のあいさつで千葉裕基くん（6 年生）は「交
通ルールを守って安全に過ごしましょう」と話しました。
　体育館に設営された訓練用の路上で、児童たちは正
しい横断歩道の渡り方や DVD による安全な自転車の
乗り方、パトカー見学などゴールデンウィークを安全
に楽しく過ごすために熱心に指導を受けていました。

交通安全教室
しっかり守ろう交通ルール

15匹が仲間入り！

パ
ト
カ
ー
の
中
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
興
味

津
々
。

ク
ニ
マ
ス
が
元
気
に
泳
ぐ
姿
を
ぜ
ひ

見
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　4 月 28 日、仙北地区暴力追放推進委員会、仙北市防
犯協会、仙北市少年保護育成委員会、仙北市防犯指導隊
などによる「暴力団排除・特殊詐欺被害防止活動」が角
館の桜まつり会場で行われました。
　当日は、各団体からあわせて約 40 人が参加。なまは
げと一緒に、桜まつりに訪れた観光客に、暴力団排除や
特殊詐欺被害防止の啓発グッズ、チラシを配りながら防
犯意識の向上に努めました。
　参加者は、観光客一人ひとりに丁寧に声かけをし、暴
力団排除の「3 ない運動プラス 1」( 暴力団を利用しない・
恐れない・金を出さない、暴力団と交際しない ) や振り込
め詐欺などに対する注意を呼びかけていました。

暴力団排除・特殊詐欺被害防止活動

な
ま
は
げ
と
一
緒
に
被
害
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
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５
月
７
日
、
仙
北
市
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
（
一
社
）

田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
秋

田
支
社
は
、
仙
北
市
の
観
光
需
要
の
さ
ら
な
る
創
出

を
推
進
す
る
た
め
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
三
者
が
相
互
に
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
観
光
資
源
を
有
効
活
用

し
、
観
光
需
要
の
創
出
と
観
光
交
流
の
促
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
滞
在
型
ホ
テ
ル
の
整
備
や
遊
休
農
地
の

活
用
に
よ
る
農
業
体
験
の
実
施
、
６
次
産
業
化
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
同

観
光
協
会
の
佐
藤
和
志
会
長
、
同
支
社
の
菊
地
正
支
社

長
、
門
脇
市
長
の
ほ
か
、
立
会
人
と
し
て
青
柳
市
議

会
議
長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
締

結
式
で
門
脇
市
長
は
「
誘
客
や
６
次

産
業
化
な
ど
で
成
果
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
強
固
な
連
携
が
進
む
こ
と
に

期
待
す
る
と
と
も
に
通
過
型
か
ら
滞

在
型
の
観
光
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ
せ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
藤
会
長
は
「
訪
れ
た
お

客
さ
ま
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に

よ
り
連
携
を
強
化
し
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
菊
地
支
社
長
は

「
多
く
の
方
に
数
日
間
滞
在
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
古
民
家
ホ
テ
ル
を

整
備
す
る
な
ど
建
物
の
有
効
活
用
を

図
り
な
が
ら
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

観光まちづくりに
向けて連携協定

仙北市× DMO 候補法人（一社）田沢湖・角館観光協会× JR 東日本秋田支社

　サポーター各位のご支援により「スピードガン」を平成 30 年度事
業として寄贈いたしました。湯澤監督、工藤部長より練習で大変役立っ
ているとのお話をいただきました。本格的なシーズンを迎え、野球部
の活躍を心から願い今後もサポートを続けて参ります。サポーター各
位、市民の皆さまのご声援をよろしくお願い申し上げます。
角館高校野球部地域サポーター事務局     代表　菅原 一正

角館高校野球部　主将　髙橋 佑
　私たちは昨年の秋の県南大会で負
け、一球の怖さや集中力のなさを感じ、
その後の練習では一球の質にこだわっ
てきました。春の大会では、勝負強く
戦い全てのチームに勝ちたいと思いま
す。そしていつも応援してくださるた
くさんの方々へ、感謝の思いが伝わる
ようにプレーしていきたいです。応援
よろしくお願いします。

角館高校野球部　監督　湯澤 淳
　新入部員 22 人を迎え、総勢
64 人で今シーズンのスタート
となりました。冬季は、昨年の
悔しさを糧に、心・技・体を鍛
えてきました。これまで以上に
粘り強く魅力的な野球を目指し、
甲子園という大舞台で勝利する
ことを目標に取り組んできまし
た。春の沖縄遠征では、強豪校
とも互角以上に戦い、選手の成
長を感じるとともに、チームの
一体感も深めることができまし
た。近年野球人口が激減する中、
これだけの部員数を維持できて
いるのも、地域の方々の親愛な
る応援とご助力があってこそと
感謝しております。令和元年の
記念すべき第 101 回全国高等学
校野球選手権大会に出場し、勝
利の校歌を歌い届けることで恩
返ししたいと思っております。
小さい子どもたちから大人まで、
見て楽しくなる「魅力的な野球」
を目指して頑張りますので、ぜ
ひ球場に足を運んでいただけれ
ばと思います。今年も応援よろ
しくお願いします！

角
館
高
校
野
球
部寄

贈
さ
れ
た
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
。

今
年
入
部
し
た
１
年
生
部
員
。

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局
か
ら

　

仙
北
市
で
は
、
農
業
分
野
に
お
け
る

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
手
法
の
一
つ
と

し
て
、近
未
来
技
術
を
活
用
し
た「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
２
日
、
農
事
組
合
法
人
生
保
内
南

（
理
事
（
代
表
） 

荒
木
田
俊
一
さ
ん
）
の

ほ
場
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
お
借
り
し
て
、

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
提
供
に

よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
耕
起

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
移
動
式
基
地
局
を
設
置
し
、

手
元
の
通
信
機
器
を
操
作
し
て
、
耕
起
状

態
の
確
認
、ト
ラ
ク
タ
ー
の
起
動
や
停
止
、

農業に近未来技術を

スマート農業は、農業分野の課題解決に向けて注目されています。

　

こ
の
た
び
、
建
築
工
事
業
者
の
株
式
会
社
シ
リ
ウ

ス
（
本
社
／
岩
手
県
盛
岡
市
）
と
岩
手
銀
行
よ
り
、

仙
北
市
民
会
館
へ
和
太
鼓
１
張
と
チ
ャ
ッ
パ
２
個
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
岩
手
銀
行
が
『
い
わ
ぎ
ん
「
み
ら
い
応
援

私
募
債
」』
を
発
行
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部
を
私
募

債
発
行
企
業
が
指
定
し
た
学
校
な
ど
に
、
教
育
に
関

す
る
物
品
を
寄
贈
す
る
も
の
で
す
。
㈱
シ
リ
ウ
ス
の
佐

藤
幸
夫
代
表
取
締
役
が
秋
田
県
出
身
で
あ
る
こ
と
や

普
段
か
ら
応
援
し
て
い
る
株
式
会
社
わ
ら
び
座
が
所

在
し
て
い
る
仙
北
市
へ
寄
贈
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

わ
ら
び
座
を
中
心
と
す
る
市
内
の
芸
術
・
文
化
向
上

を
目
的
と
し
て
今
回
の
寄
贈
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、

同
社
と
㈱
わ
ら
び
座
は
事
業
拡
大
を
目
指
し
て
業
務

提
携
し
、
新
入
社
員
を
踊
り
や
和
太
鼓
、
演
劇
な
ど

を
体
験
す
る
社
員
研
修
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
15
日
に
は
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
寄
贈
式

が
行
わ
れ
、
同
社
の
佐
藤
幸
夫
代
表
取
締
役
と
岩
手

銀
行
本
店
営
業
部
の
久
慈
英
樹
副
部
長
か
ら
、
佐
々

木
幸
美
教
育
次
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
同

銀
行
の
久
慈
副
部
長
は
「
今
後
地
域
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
成
長
と
地
域
の
芸
能
活
動
の
発
展
の
一
助
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
佐
藤
代
表
取
締
役
は
「
わ
ら

び
座
を
は
じ
め
田
沢
湖
に
は
よ
く
訪
れ
て
い
る
。
地

域
を
活
性
化
し
な
い
と
秋
田
県
の
人
口
が
減
っ
て
い

く
の
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

仙
北
市
民
会
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
よ
り
素
晴
ら
し

い
芸
術
文
化
の
向
上
を
目
指
し
て
寄
贈
品
を
大
切
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ロボットトラクターの
 自動耕起デモンストレーション

  を実施しました

仙北市民会館へ
和太鼓を寄贈

作
業
完
成
予
測
時
間
の
確
認
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
障
害

物
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
第
三
者
な
ど
へ
の
衝

突
を
回
避
し
、
通
信
距
離
が
既
定
値
を
超

え
る
と
停
止
す
る
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。

　

会
場
に
は
地
元
農
家
の
方
々
や
関
係
者

な
ど
、
約
30
人
が
集
ま
り
、
ス
マ
ー
ト
農

業
を
身
近
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

仙
北
市
で
は
、
今
後
も
ス
マ
ー
ト
農
業

に
関
連
し
た
取
組
を
計
画
、
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
随
時
広
報
や
仙
北
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

いわぎん「みらい応援私募債」
（寄付型CSR私募債）寄贈式

㈱
シ
リ
ウ
ス
の
佐
藤
代
表
取
締
役
（
右
）
と
岩
手

銀
行
本
店
営
業
部
の
久
慈
副
部
長
（
左
）
か
ら
、

佐
々
木
教
育
次
長
（
中
央
）
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

左
か
ら
佐
藤
会
長
、
門
脇
市
長
、
菊
地
支
社
長
、
青

柳
市
議
会
議
長
。
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生
涯
学
習
奨
励
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　

生
涯
学
習
奨
励
員
は
、
地
域
住
民
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
学
習
活
動
を
奨
励
・

援
助
し
、
生
涯
学
習
を
活
発
に
す
る
た

め
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

奨
励
員
の
皆
さ
ん
は
、
各
々
得
意
分

野
で
公
民
館
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を

通
じ
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」「
体

験
し
て
み
た
い
」
な
ど
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
生
涯
学
習
課
（
☎
43
‐

３
３
８
３
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
奨
励
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　
（
敬
称
略　
新
＝
新
任
、
再
＝
再
任
）

2 年間生涯学習奨励員として頑張ります。

【生涯学習奨励員】

会　長　　赤 川 和 子

副会長　　千 田 ミ ワ

副会長　　新 山 正 雄

委　員　　小 松 龍 子

委　員　　髙 橋 幸 雄

委　員　　千 葉 　薫

委　員　　黒 澤 美 鈴

委　員　　館 花 久 子

委　員　　雲 雀 秀 人

委　員　　阿 部 栄 子

委　員　　伊 藤 キ ヨ 子

委　員　　門 脇 ト キ ヨ

委　員　　村 上 新 子

（角　館）再

（田沢湖）再

（西　木）再

（田沢湖）新
（田沢湖）再

（田沢湖）再

（角　館）再

（角　館）再

（角　館）再

（西　木）再

（西　木）再

（西　木）再

（西　木）再

任期は平成 31 年 4 月 1 日から令和 3
年 3 月 31 日までとなっています。

　

角
館
の
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
４
月

27
日
、
28
日
、
仙
北
市
の
姉
妹
都
市
・

連
携
交
流
都
市
（
長
崎
県
大
村
市
、

茨
城
県
常
陸
太
田
市
、
秋
田
市
）
の

物
産
展
が
市
役
所
角
館
庁
舎
前
の
特

設
テ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
村
市
名
物
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
皿

う
ど
ん
、
カ
ス
テ
ラ
や
常
陸
太
田
市

名
物
の
地
酒
や
菓
子
類
、
秋
田
市
か

ら
は
鰰
甘
露
煮
な
ど
、
本
来
、
地
元

で
し
か
手
に
入
ら
な
い
品
々
が
並

び
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
の
特
産
品
が
大
人
気

お目あての商品を求めるお客さんで賑わいました。

姉
妹
都
市
・
交
流
都
市
の
物
産
展
を
開
催

　このたび、4人の方が、自衛隊秋田地方協力本部
長並びに仙北市長より自衛隊募集相談員に委嘱され
ました。
　自衛隊募集相談員には、自衛官志願者に関する情
報の提供、自衛隊秋田地方協力本部が行う募集の広
報などにご協力いただいています。

自衛隊募集相談員が委嘱されました

左 2 人目から相談員に委嘱された伊藤邦彦さん（西木）、千葉栄幸さん（田
沢湖）、黒澤幸徳さん（角館）、大澤裕司さん（田沢湖）

　

牛
丼
チ
ェ
ー
ン
の
㈱
吉
野
家
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
正
社
員
、
社
長
、

そ
し
て
現
在
は
会
長
と
な
っ
た
安
部
修
仁
さ

ん
か
ら
、
元
気
の
出
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
吉
野
家
は
１
度
倒
産
し
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｂ

Ｓ
Ｅ
問
題
で
牛
肉
の
輸
入
が
禁
止
に
な
っ
た

時
は
、
２
年
ほ
ど
牛
丼
の
販
売
を
中
止
し
ま

し
た
。
会
社
の
危
機
で
し
た
。
で
も
、
ど
ん
底

に
起
死
回
生
の
起
点
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

は
企
業
に
も
、
社
員
の
人
生
に
も
い
え
る
こ
と

で
す
。
世
の
中
、
成
功
の
原
則
よ
り
も
失
敗
の

原
則
の
方
が
普
遍
的
で
す
。
ど
れ
も
後
に
な
っ

て
気
づ
く
こ
と
ば
か
り
で
す
が
…
。

　

吉
野
家
の
初
代
社
長
は
松
田
瑞
穂
で
、
私

た
ち
は
オ
ヤ
ジ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
勝
つ
ま

で
や
る
ん
だ
か
ら
必
ず
勝
つ
」
的
な
、
仕
事
一

筋
の
オ
ヤ
ジ
で
し
た
。
築
地
市
場
に
１
号
店

を
オ
ー
プ
ン
し
た
後
、
オ
ヤ
ジ
は
社
員
が
会

社
の
財
産
と
、
毎
年
倍
々
の
新
社
員
を
採
用

し
ま
し
た
。
そ
の
社
員
が
働
け
る
数
の
店
舗

を
翌
年
開
店
し
ま
し
た
。
い
ま
思
え
ば
粗
製

濫
造
で
す
。
数
と
ス
ピ
ー
ド
を
優
先
し
た
結

果
、
牛
丼
の
品
質
が
落
ち
て
、
お
客
さ
ま
の

信
頼
を
失
い
、
倒
産
が
目
の
前
に
迫
り
ま
し

た
。
社
員
は
見
る
間
に
辞
め
て
い
き
ま
し
た
。

私
も
い
つ
辞
め
る
か
、
そ
れ
と
も
オ
ヤ
ジ
と

一
緒
に
会
社
の
最
後
を
見
届
け
る
か
、
頭
の

芯
が
シ
ビ
れ
る
く
ら
い
考
え
ま
し
た
。
た
だ
、

私
は
自
分
で
人
生
を
面
白
く
し
た
い
方
で
す

か
ら
、
倒
産
の
後
片
付
け
な
ん
て
仕
事
は
そ

う
そ
う
経
験
で
き
な
い
と
考
え
て
、
留
ま
る

こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
会
社
更
生
の
作
業
を

進
め
、
品
質
向
上
と
赤
字
店
の
閉
店
と
店
長

の
再
教
育
で
、
７
年
で
吉
野
家
は
再
生
で
き

ま
し
た
。
株
式
も
公
開
し
値
が
つ
き
ま
し
た
。

あ
の
時
、
会
社
に
残
っ
た
社
員
は
、
み
ん
な

億
万
長
者
で
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
牛
肉
輸
入

が
禁
止
さ
れ
た
と
き
は
、
牛
肉
の
産
地
を
変

え
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
。
で
も
、
産
地

が
変
わ
る
と
肉
の
味
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ

に
合
う
汁
の
調
味
も
変
え
る
と
、
吉
野
家
の

牛
丼
の
味
が
ま
る
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
そ
れ
で
吉
野
家
で
は
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
牛
丼
の
販
売
中
止
を

決
断
し
ま
し
た
。
お
叱
り
も
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
吉
野
家
の
味
を
支
持
す

る
多
く
の
応
援
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

ビ
ー
フ
の
輸
入
再
開
を
待
つ
と
…
。
吉
野
家

は
お
客
さ
ま
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

現
在
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
～
。

※
秋
田
内
外
情
勢
調
査
会
場
で
の
お
話
か
ら
。

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

『
ど
ん
底
に
起
死
回
生
の
起
点
が
あ
る
』

まちづくり
市長の

日　記
No.151

■その他問合せ

田沢湖マラソン実行委員会事務局

（教育委員会スポーツ振興課内） ☎43-1116
E-mail  marason@city.semboku.akita.jp

■エントリーについての問合せ

田沢湖マラソンエントリーセンター

（㈲ラップシステム内） ☎0463-35-6691

エントリーの締切は

7月26日㈮

エントリー受付中 !

TAZAWAKO 
MARATHON

9月15日[日]

ゲストランナー

渋井陽子さん
◆ '08北京オリンピック
　女子10,000ｍ日本代表
◆女子10,000ｍ
　日本記録保持者

第34回田沢湖マラソン

今年の田沢湖マラソンは、9月15日㈰に開催されます。

市民の皆さんも健康づくりや自身へのチャレンジとして、ぜひご参加ください。

当日はコース周辺で交通規制が行われますので、ご協力をお願いします。

詳しくは、仙北市ホームページのイベント情報をご覧ください。

新時代も完走体感 ! 日本一深い田沢湖で !

生
涯
学
習
を
身
近
に
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